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１１日の天気予報が今のところ曇り時々晴れで降水確率３０％と少し持ち直してきました。皆さん

に支援いただく内容は亘理
わ た り

郡山元町１０ヶ所、亘理
わ た り

町 1 ヶ所の住宅での泥だしやガレキの移

動、溝掃除などの作業、坂元地区仮設住宅での炊き出し、健康チェック、支援物資の支給

です。支援地域は津波のため甚大な被害にあわれている海岸近くの住宅街で、当日は近隣

に私たち以外にも全国からのボランティアが社協を通じて入る予定となっています。 

 

支援を成功させるには… 

作業は被災者の方からの要望に沿った形で実施します。必ずしも参加者の方の要望に沿

えない作業もありますがその際はご容赦下さい。 

ボランティアで参加される方にご注意頂きたい事は、 

● 依頼者の気持ちを尊重して下さい。 

● 「させていただく！」の精神で活動しましょう。 

という事です。また、被災者の方の気持ちを考え、むやみに写真を撮ったり、作業現場付

近で喫煙する事は控えましょう。せっかくの善意の行動が無意味になります。 

 

活動上の注意事項 
● あいさつや声かけを心がけましょう。 

● 安全には充分に注意して下さい。 

● 休憩をとりましょう。 

● 指示された以外の作業は行わないで下さい。 

● けがをしたときは班長に報告して下さい。 

 

ボランティア参加の方に事前にお読み頂けるようにお渡し下さい 

当日は日本医療福祉生協連の藤谷専務理事も激励に駆けつけられる予定となっています。 

今回の支援活動を成功させるため、みなさん頑張りましょう！ 

 



 

 

（作業現場に参加されるみなさんへ） 

● 作業開始（予定）時間は９時３０分、終了（予定）時間は１５時～１６時です。 

● 駐車場の関係ですべてのバスが１ヶ所に集合できず、各県連がバラバラに指定した駐

車場に集まっていただく事になっています。駐車場では時間まで待機していただき、

先導車両にバスがついて作業現場近くまで移動していただきます。 

● 各作業現場では、事務局の指示に従って作業をすすめて下さい。現場で依頼された方

と調整しながらの作業となるため、内容により早く終わったりする場合もあります。

その場合は近くの作業現場に協力していただく等、臨機応変な対応をお願いします。 

● トイレは各現場のご自宅をお借りする形でお願いをしています。また、お弁当は各自

が持って作業現場に入り、昼食休憩を各現場で各自で取っていただく事になります。 

● 作業は１時間毎に小休憩をとってすすめて下さい（その方が作業効率があがります）。

また、水分補給にも気をつかって下さい。 

● 作業終了後は、各県連で乗ってこられたバスを現場近くまで移動していただき、そこ

で乗車していただくようにお願いをします。※京都は事務局の指示に従って下さい 

● 作業現場でけがやトラブルなどが発生した場合はお近くの事務局にご連絡下さい。 

● 被災地域や避難所などの見学時間は考えておりません。支援に見えられた皆さんには

ご不満な点があるかもしれませんが、ご容赦いただきたいと思います。 

 

（仮設住宅担当のみなさんへ） 

● 仮設住宅の集会所とテントで炊き出しと健康チェック、支援物資の支給を行います。

仮設住宅には海岸地域の被災地から７２世帯２６２人の方が生活されています。 

● 炊き出しは牛丼２５０食、ヨーグルトデザート（宮城セントラルキッチン提供）、や

きそば２００食（みやぎ県南医療生協の組合員のみなさん）です。また、健康チェッ

ク、支援物資の支給を実施します。現場では事務局の指示に従って下さい。 

 

各県連担当者・班長のみなさまにお渡し下さい 

※支援物資は「原則なし」でお願いします。 


